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本会は学校教育充実のため事務職員としての職務能力を高め、学校事務の向上に努めることを
目的とする。（会則第３条）  
 

静岡市公立小中学校事務職員会のあゆみ 

平成15年４月 静岡市・清水市合併 

静岡市公立小中学校事務職員会発足 初代会長 山下 瑞枝 

平成16年 ４月 第２代会長 石倉 忠義 

平成17年 ４月 静岡市が政令指定都市となる。 

平成18年 ３月 静岡市に蒲原町を編入 

平成19年 ４月 第３代会長 牧野 久美子 

平成20年11月 静岡市に由比町を編入 

平成23年 ４月 第４代会長 神戸 尚子  

平成27年 ４月  第５代会長 小池 紀江 

平成28年 ４月  第６代会長 角屋 浩 

平成31年 ４月  第７代会長 深澤 秀俊 

令和３年 ４月   第８代会長 望月 和子 

令和６年 ４月   第９代会長 白石 聡子 

 

静 岡 市 の 学 校 事 務 職 員 

 

 

 

 

 

 

※ 令和 6 年４月１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

本 会 の 目 的 

職 名 別 人 数 男 女 計 

統括事務主幹 ０ ６ ６ 

事 務 主 幹 ６ ６ １２ 

事 務 主 査 １１ ３２ ４３ 

主 任 主 事 ７ １９ ２６ 

主   事 ４ ２３ ２７ 

主 事 （ 任 ) ０ １２ １２ 

主 事 （ 臨 ) ３ １４ １７ 

合   計 ３１ １１２ １４３ 

経験年数別人数 男 女 計 

 ５年未満 ６ ２６ ３２ 

 ５年以上10年未満 ４ ２６ ３０ 

 10年以上15年未満 ３ ２０ ２３ 

 15年以上20年未満 ２ ９ １１ 

 20年以上 １６ ３１ ４７ 

       合  計 ３１ １１２ １４３ 

年齢別人数 男 女 計 

 20歳未満 ０ ０ ０ 

 20歳以上30歳未満 ４ ２１ ２５ 

 30歳以上40歳未満 ９ ２８ ３７ 

 40歳以上50歳未満 ７ １９ ２６ 

 50歳以上 １１ ４４ ５５ 

       合  計 ３１ １１２ １４３ 



研 究 テ - マ 

 「教育の質を高める教育事務を創造する」 

  ＜活動の重点＞ 

（１） 「研究」を推進する。（学校事務職員の専門性と役割の追求） 

    ア グランドデザイン第２期活動プランの実践を進める。（組織マネジメント） 

イ 研究を総括し、静岡市からの提言をまとめる。（令和７年度東海大会分科会発表） 

ウ ホームページ等を積極的に活用し、情報を共有する。 

 

（２） 教育を取り巻く状況を把握し、今後の学校事務職員の在り方を考察する。 

ア 課題検討委員会を中心に、これからの学校事務の課題に対応する。 

イ 校長会・教頭会及び共同学校事務室と連携し、学校事務改善を推進する。 

 

（３）他組織の情報を活用する。 

   ア 全事研、政令市協議会、県事務職員会等との連携・協力を図る。 

   

事 務 職 員 会 組 織 図 

 

 

事 業 内 容 

 
１ 総会 

役員、事業報告、事業計画、予算・決算、会則等の承認 

 

２ 代表者会 

総会議案及び具体的事業案等の審議、会計の審議及び承認に関すること 

 
 

総    会 ※ 最高議決機関                             
  

（会員全員）  
 
※ 総会に次ぐ議決機関 
（顧問、会長、副会長、支部長、事務局長、事務局次

長、 

総 務 会 

会計、研究部長、情報部長、会長が認める者） 

 

      

（会長、副会長、事務局長、研

究部長、情報部長、会長が認め

る者)  

     

  
 
 
 
 
 

顧     問  代 表 者 会 

   

会   計   監   事 会    長 

   

副 会 長 

    

           

 課 題 検 討 委 員 会 

 

事 務 局 

 

研 究 部 

 

情 報 部 

委員長 (担当副会長 ) 
統 括 事 務 主 幹 
事 務 主 幹 

事 務 局 長 
事 務 局 次 長 
会 計 
事 務 局 員 ８ 名 

研 究 部 長 
研 究 部 員 １ ３ 名 
( 兼 県 研 究 推 進 委 員 3 名 ) 

情 報 部 長 
情 報 部 員 ７ 名 

       
  

 

 

 

 

共同学校事務室支部  

末広中室支部 
(1,4支部) 

城内中室支部 
(2,3支部) 

藁科中室支部 
(5,8支部) 

高松中室支部 
(6,7支部) 

清水二中室支部 
(9,10支部) 

興津中室支部 
(11,12支部) 

支部長 支部長 支部長 支部長 支部長 支部長 



 

３ 総務会 

事業全般に関わる協議、基本方針の検討、部局間の調整、自主研修会への支援 

 

４ 専門部及び特別委員会 

（１） 事務局 

事業の運営に関する連絡調整、調査、改善提案書、会計、厚生等に関すること、全体会

等の運営に関すること 

  

（２） 研究部 

学校事務に関する研究の推進に関すること 

  

（３） 情報部 

ホームページ等の運営、資料等の集約及び保管、広報活動、会員のパソコン技術・知識

向上に関すること 

 

（４） 課題検討委員会 

学校事務を取り巻く課題について、校長会・教頭会等他職種との情報の共有化、課題解

決に向けての継続的な連携に関すること 

 

５ 厚生 

（１） 歓送迎会 

実施予定 

（２） 新年会 

有志による企画 

 

６ 教育関係機関・団体との連絡調整 

（１） 静岡県教職員互助組合静岡支部 

（２） 静岡県教育研究会事務研究部 

（３） 東海地区公立小中学校事務研究会 

（４） 静岡県公立小中学校事務職員会 

（５） 政令指定都市学校事務職員研究協議会 

（６） 全国公立小中学校事務職員研究会 
 

研 究 推 進 

＜研究部の役割＞ 

 １ 将来を展望した学校事務の「あるべき姿」の研究推進に関すること 

２ 学校事務職員の育成・資質向上に関すること 

 ３ 各種研究に関する情報の発信に関すること 

  

＜第２期活動プラン・令和６年度研究の重点＞ 

  組織マネジメント 

   学校事務を教育の支援から創造へ展開し、教育の質の向上に貢献する 

 

＜活動内容＞ 

１ 活動プランに沿い、研究の重点を設定し、研究を行う。 

２ 静岡市事務職員会全体会や研究部だよりを活用し、研究内容の周知・定着を図る。 

３ 静岡県公立小中学校事務職員会およびその他研究組織の研究内容に関する情報を発信する。 
 ４ 研究を総括し、静岡市からの提言をまとめる。（令和７年度東海大会分科会発表） 
 



グランドデザイン 第２期活動プラン 

 
 

R２＜学校事務職員の専門性と役割＞
★専門性★　教育行政職員としての専門性 ★役割★　専門性を生かし、教育の質の向上に貢献する

○行政職員としての専門性 ○マネジメント機能としての学校事務

　学校組織において唯一、総務・財務に精通する 　学校マネジメントにおいて学校事務を機能させる役割

　豊富な法知識を基に複雑多岐にわたる学校事務業務を適正に遂行する ○行政職としての視点

○学校職員としての専門性 　大多数を教育職が占める学校組織の中に多様な価値観を加える役割

　教育課程・教育活動への理解・知識を有する ○つなぐ（ハブ）機能

　採用から退職までの間、多くの経営判断に関わる 　学校経営のあらゆる連携におけるハブ機能としての役割

○庶務系職員から企画系職員への転換

○経営方針や優先課題の共通理解のもとに予算計画を協議し、納得解・最 　校の意思決定をより確かなものにする

○情報の窓口として適切に情報を取扱い、関係者へ的確につなげることで

R3＜財務マネジメント＞ R4＜情報マネジメント＞
主体的・積極的に財務マネジメントを展開し、教育の質の向上に貢献する 情報の有効活用を推進し、教育の質の向上に貢献する

○細分化された諸会計・費目を学校教育目標実現のための経費としてフル ○様々なネットワークを生かし、主体的・積極的に情報を収集する

　コストで捉え、見える化し、全教職員の財務への意識向上を図る

○学校が抱える課題や教育活動への理解を深め、教育課程と一体になった 　課題解決に結びつける

　予算運営を実現する ○情報を適切に分析し、効果的に活用することで、情報の価値を高め、学

　適解を導き出し、合意形成を図る

R５＜カリキュラムマネジメント＞ R６＜組織マネジメント＞
学校事務を教育の支援から創造へ展開し、教育の質の向上に貢献する 組織力の向上を図り、教育の質の向上に貢献する

○組織的かつ計画的に教育活動の質の向上を図るため、教育課程を編成 ○地域コミュニティーの中心として内外の経営資源を効果的に取り入れ、

　するものから経営するものへ転換する 　管理部門と指導部門、学校と家庭・地域の連携を推進する

○教育課程を軸に、経営的視点から主体的・積極的にかかわることで、 ○学校運営を俯瞰し、教頭とは異なる視点から校長の組織マネジメント

　チーム学校の一員として他職種とともに教育を創り上げる 　を直接的・間接的に補佐する

○教育課程の編成・実施・評価・改善の各段階に主体的・積極的にかか ○個々の強みを最大限に生かし、主体性を持って学校経営に参画できる

　わり、教育課程と条件整備を一体としたPDCAサイクルを確立する 　最適な事務組織を構築する



令和 6年度 静岡市教育センター主催事務職員研修 

  

研 修 名 内       容 目    的 

全 体 研 修 

（令 7.2.10） 

・「リソースマネジメント」について 

・教職員支援機構中央研修伝達講習 

・先進地区訪問報告 

  

学校に対する要請や課題を認

識し、学校事務職員としての

使命感を育む。専門知識を習

得し、積極的な学校経営参画

につなげる。 

経 験 研 修 

・ 新規採用研修(年 5 日、0.5 日×２回))（市人事課主催研

修「新職員研修」１日を含む） 

・ 2 年次研修(年 1.5 日)、実務研修(0.5 日) 

・ 3 年次研修 実務研修(0.5 日)、他校訪問研修(2 日以

内)、希望研修より 1 講座 

・ 8 年次研修(学校組織マネジメント研修、年 0.5 日) 教育

実践論文提出 

経験年数等に応じた資質・能

力を確実に習得する。 

職名別研修 

・ 主事、主任主事研修（0.5 日）「静岡市の教育行政施策」 

＊ 任期付・臨時事務職員を含む。新規採用者、再任用

主任主事は除く 

・ 事務主査研修「コーチング研修、先進地区訪問報告」（1

日） 

・ 統括事務主幹、事務主幹研修「メンタルヘルス対応」

（0.5 日） 

・ 再任用主任主事は希望研修から選択（0.5 日） 

必要な資質・能力を確実に身

につけ、自己の課題を認識

し、組織の一員として職務を

遂行する意欲を培う。 

職 務 研 修 

・ 新任事務主査研修（年 2 日）市人事課主催「主査級研

修」を受講 

・ 新任事務主幹研修（年 0.5 日）第 1 回新任教頭研修会を

受講 

・ 新任統括事務主幹研修（年 2.5 日）市人事課主催「所属

長研修」を受講 

新たな役割に応じて必要な資

質・能力の向上を図る。 

希 望 研 修 ・ 教育センター希望研修より自らの課題に応じて研修 

自らの課題を認識し、組織の

一員として職務を遂行する資

質の向上を図る。 

推 薦 研 修 
・ 教職員支援機構中央研修（３名） 

・ 先進地区視察（事務主幹・事務主査 3 名） 

中核となる事務職員育成。 

広い視野や洞察力を備える事

務職員リーダー育成。 

 行政選択研修 ・ 市人事課主催の選択研修へ希望者は参加可能  

 
 


